
技術解説；

衛星通信の電気事業への利用について

電 子 通 侶 部

ま ぇ が き

宇宙通信の利用は， 情報流通の増大する現代社

会にとり， 新しい情報メデイアとして大きな役割

を果すことになる。日本においても， 郵政省が中

心となって実験用中容量静止通信衛星(CS)の

打上げが昭和52年12月 15日に成功し， 3 年間にわ

たる各種の実験が開始された。 また， 昭和57年度

には実用通信衛星の打上げ計画があり， 当社を含

む電気事業においても， この衛星の利用を予定し

ているので， これらの概要について紹介する。

2 衛 星 軌 道

広範囲にわたる地点間の通信には， 静止衛星を

利用するのが効率的である。衛星軌道は地球を焦

点の 1 つと す る楕円軌道であり， 赤道上 35,800
km, 局期23時間 56分04秒の軌道にある衛星は，

地球の自転周期に一致するため， この衛星と地表

との相対的な位置関係は変らないので， 赤道上の

一点に止っている静止衛星になる。1個の衛星か

ら送られてくる電波は， 一般に地球の約3分の1

の地域に届き， 3個の衛星により任意の2地点間

の通信が可能となる。
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第1 図 静 止

実験用通信衛星の構成

軌 道

実用通信衛星の打上げに至る過程として， マ イ

クロ波帯および準ミリ波帯の周波数を使用する衛

星通信技術を確立するために， 郵政省は， 電々公

社， 宇宙開発事業団等の協力により， 各種の実験

を行っている。実験ジステムは， 第 2 図のように

運用管制局， 固定局， 可搬局， 車載局などで構成

されている。
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第2図 実験システム構成

衛星は， 円筒形のスピン型静止衛星で， 衛星本

体と逆方向に回転し， 常に日本方向を向く通信用

アンテナ， 送受信機， 状態監視用テレメータ， 地

上からの距離測定や衛星姿勢を制御する信号， 太

陽電池（日食対策としてニッケル ・ カドミウムを

使用した 2 次電池も搭載）による電源などの各サ

ブジステムで構成されている。

第1 表 実験用通信衛星の概要

項 目 I 内 容

軌 道 東
の
経
静止

13
軌
5°

道
, 赤道上約 35, 800 km

寿 命約 3 年

形 状 円筒形

寸 法直径約2.2m, 高さ約3.5m

重 量静止軌道初 期 約3 40 kg

姿勢安定方式 スピン安定法（約90 rpm)

中（トラン継スポンダ
器
） 準ミ リロ波

波幣帯62台台
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期
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W
W (3

所年後要電） 力33 0 W

通信用アンテナは， 業務区域をカバーする適当

なビーム幅のものが必要であり， しかも周波数特

性の良好なものが要求される。実験衛星は， 1個

の高利得ホーンリフレクク型アンテナにより， 準

ミリ波 帯 は， 北海道， 四国， 九州を含む日本本

土， マ イクロ波帯は， 離島を含む日本全土をカバ

ーするよう設計されている。

実験項目は， アンテナ特性， 伝送品質， 伝搬特

性， 運用管制技術などについて行われ， 特に諸外

国に先駆けて使用する準ミリ波帯の降雨減衰に関
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